










　

本
格
的
な
活
動
が
始
ま
る
８
月
上
旬
。
整
え
た
土
台

を
受
け
継
ぐ
よ
う
に
、
地
元
の
各
建
設
会
社
が
現
場
へ

と
入
り
ま
す
。
ダ
ン
プ
や
バ
ッ
ク
ホ
ー
を
操
る
精
鋭
た

ち
の
動
き
は
、
ま
さ
に
阿
吽
の
呼
吸
。
流
れ
る
よ
う
な

連
携
で
土
を
運
び
、
実
行
委
員
会
で
練
り
上
げ
た
設
計

図
を
、
寸
分
狂
わ
ぬ
精
密
さ
で
現
実
の
「
窯
」
へ
と
築

き
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
窯
の
設
計
に
は
、
過
去
の
失
敗
や
試
行
錯
誤
か

ら
得
た
知
見
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
火
を

入
れ
て
か
ら
焼
き
上
が
り
が
ど
う
な
る
か
は
、
二
日
目

を
迎
え
る
ま
で
誰
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
予
測
不

能
な
「
自
然
と
の
対
話
」
こ
そ
が
、
野
焼
祭
の
醍
醐
味

で
も
あ
り
ま
す
。

　

会
場
中
央
に
そ
び
え
る
シ
ン
ボ
ル
「
縄
文
の
炎
」
の

組
み
上
げ
は
、
ま
さ
に
圧
巻
の
一
言
。
当
日
の
「
火
入

れ
の
儀
」
か
ら
終
わ
り
ま
で
轟
々
と
燃
え
続
け
て
も
決

し
て
崩
れ
ぬ
よ
う
、
職
人
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
丸
太
に

溝
を
掘
り
、
上
下
の
重
な
り
を
ミ
リ
単
位
で
調
整
し
続

け
ま
す
。

　

匠
の
技
に
支
え
ら
れ
た
丸
太
は
、
祭
り
の
終
わ
り
ま

で
凛
と
し
た
存
在
感
を
放
ち
続
け
ま
す
。
組
み
上
げ
が

完
了
し
、
燃
料
と
な
る
バ
タ
材
が
搬
入
さ
れ
る
と
、
会

場
の
熱
気
は
一
気
に
非
日
常
の
祭
り
ム
ー
ド
へ
と
押
し

上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

祭
り
当
日
、
満
を
持
し
て
特
別
な
ラ
イ
ト
グ

リ
ー
ン
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
身
を
包
ん
だ
「
焼
成
員

︵
し
ょ
う
せ
い
い
ん
︶」
が
登
場
し
ま
す
。

　

各
自
治
会
か
ら
任
命
さ
れ
た
彼
ら
は
、
揺
ら

め
く
炎
を
囲
み
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
ｂ
バ
タ
材

を
投
入
し
て
い
き
ま
す
。
窯
の
中
に
あ
る
「
作

品
」
を
最
高
の
状
態
に
焼
き
上
げ
る
の
は
、
焼

　

ま
た
、
祭
り
の
高
揚
感
を
演
出
す
る
音
響
シ

ス
テ
ム
も
、
プ
ロ
の
技
が
光
る
重
要
な
要
素
で

す
。
担
当
者
が
た
っ
た
一
人
で
、
平
面
的
な
骨

組
み
を
瞬
く
間
に
立
体
的
な
櫓
へ
と
組
み
上
げ

て
い
く
様
子
は
、
眺
め
て
い
る
だ
け
で
も
壮
観

で
す
。

　

窯
が
出
来
上
が
る
と
各
自
治
会
が
集
結
し
、
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町を挙げての総力戦。町を挙げての総力戦。
重機の轟音と、職人の誇り。重機の轟音と、職人の誇り。
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成
員
と
焼
成
指
導
員

の
腕
の
見
せ
ど
こ

ろ
。

　

汗
を
流
し
、
真
剣

な
眼
差
し
で
炎
と
対

峙
す
る
彼
ら
の
一
連

の
仕
事
こ
そ
、
野
焼

祭
の
熱
気
を
絶
や
さ

ぬ「
現
代
の
縄
文
人
」

そ
の
も
の
で
す
。

現
代
に
甦
る
縄
文
の
村
と
炎
の
番
人

　
一
夜
限
り
の
「
縄
文
の
聖
地
」

会
場
設
営
が
行
わ
れ
ま
す
。
た
と
え
雨
模
様
で

あ
っ
て
も
、
住
民
た
ち
の
手
際
よ
い
作
業
に

よ
っ
て
次
々
と
テ
ン
ト
が
組
ま
れ
、
広
場
に
は

あ
っ
と
い
う
間
に
活
気
あ
る
「
村
」
の
光
景
が

広
が
り
ま
す
。
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藤沢で店を始めたきっかけと、今後の目標藤沢で店を始めたきっかけと、今後の目標

　町内には数年前から新しくカフェやお菓
子屋さんがオープンしています！気になる
ことを取材しました。

カフェ＆洋菓子店

藤沢の魅力

藤沢
で起業した 人

―― お店を始めたきっかけを教えてください
　両親が営む農地で採れる小麦や地元の果物を使ってケー
キ屋やカフェを開く夢があり、神戸からUターンしまし
た。始めは農業を手伝っていましたがコロナ禍で継続が難
しくなり、準備していたケーキ屋を現在の形でオープンし
ました。

―― 藤沢の魅力はどんなところですか？
　人と人とのつながりが強く、地域全体で助け合う文化が
あることが魅力です。イベントなどを通じて、互いに声を
かけ合い、盛り上げていく温かさがあります。

―― 今後の目標 は？
　ゆくゆくは、ケーキ部門を縮小し、カフェを開きたいで
す。また、キッチンカーであちこちにイベントに出店も考
えています。できるだけ新鮮なものをお客さんに提供でき
たらいいですね。

　季節毎に地元の旬のフルーツを積極的に取り入れていま
す。生産者と相談しながら、どの季節に合うか考えながら
使用しています。

―― お店のこだわり（コンセプト） は？

夫婦で営む菓子店

ほしのほほえみ
 藤沢町増沢字上久手 51-1

Instagram

―― お店を始めたきっかけを教えてください
　「いずれ自分の場所」を持ちたいという思いがあり、当
初は別の場所で開業を考えていましたが、最終的に夫の両
親が提供してくれた元養蚕小屋をリフォームしました。場
所探しに苦労した分、お店を持てた喜びはひとしおです。

―― 藤沢の魅力はどんなところですか？
　自然豊かで人が優しいのが最大の魅力です。農作物も豊
富で「野焼祭」のような昔ながらのお祭りがあることにも
魅力を感じています。地域に見守られている安心感があり
ます。

―― 今後の目標 は？
　この場所で長くお店を続けることが一番の目標です。ま
た、お店を通して地元の人たちに伝えられたりとか、若い
世代の方とかに何か伝えられることとか、繋げられること
があったらいいなと考えています。

　卵・乳製品不使用で地元や旬の季節の野菜・果物など身
近にあるものを使って「毎日食べてもいい」「毎日食べた
くなる」ようなお菓子を目指してます。

―― お店のこだわり（コンセプト） は？

Instagramヴィーガン焼き菓子

うんぬん
藤沢町黄海字白石 86

―― お店を始めたきっかけを教えてください
　　以前はお店が立ち並ぶ場所でしたが、空き地になり
寂しく感じていました。この場所を「藤沢の顔として美
しくしたい！」という思いが原点です。庭が好きなので
当初の「公園」という構想がありましたが、管理の問題
がありより本格的な「カフェ」としてスタートしました。

―― 藤沢の魅力はどんなところですか？
　地域にまとまりがあり住民同士の繋がりが強いことで
すかね。みんなが持つ「良い発想」が素晴らしいと思っ
て、一緒になにかできたらと考えています。

―― 今後の目標 は？
　アフタヌーンティーの提供や、都会で流行っているメ
ニューを取り入れ、地域に新しい文化を発信したいです。
将来的には、地域の交流の場としてイベントなどを開催
し、藤沢をさらに盛り上げていきたいです。

　みんなが集える居心地の良い場所を目指しました。ベ
ンチを置いたり芝生を敷いたり、テラス席など自然に触
れられる空間にこだわっています。

―― お店のこだわり（コンセプト） は？

Instagramドッグランのあるカフェ

ガーデンカフェKirara
 藤沢町新沼字石合 30-1住所住所

住所
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　我がふるさと藤沢が生んだ小説家 楡周平氏の「サンセットサンライズ」
は映画になり、地元弁満載で、普段藤沢で使っている方言が出てきていた。
例えば「食え」は「け」、「おだづもっこ」は「お調子者」思わず吹き出し
てしまった。そこで今回は藤沢の方言について紹介することとする。

　基本動詞について考察してみる。例として ”見ざる、聞かざる、言わざる”
所謂三ざるについて調べてみた。

◇
見
る

み
る
︻
見
る
︼

[

方
言]

み
る(

基
本
標
準
語
と
同
じ)

み
た
︻
見
た
︼

[

方
言]

み
だ(

濁
音
と
な
る)

み
だ
お
ん
・
み
だ
っ

ち
ゃ(

接
尾
語
お
ん
、っ
ち
ゃ
が
つ
く
こ
と
も
あ
る)

み
な
さ
い
【
見
な
さ
い
】

[

方
言]

み
ら
い(

動
詞
＋
ら
い
。
ら
は
最
後
の

動
詞
の
音
で
変
化
す
る
）

み
て
み
な
さ
い
【
見
て
み
な
さ
い
】

[

方
言]

み
で
み
ら
い

み
た
こ
と
が
あ
る
【
見
た
こ
と
が
あ
る
】

[

方
言]

み
だ
っ
た(

動
詞
＋
っ
た)

み
だ
っ
た
お

ん(

接
尾
語
お
ん
が
つ
く
こ
と
も
あ
る)

み
た
こ
と
が
あ
っ
た
【
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
】

[

方
言]

み
だ
っ
た
っ
た

　

◇
聞
く

き
く
︻
聞
く
︼

[
方
言]

き
ぐ(

濁
音
と
な
る)

き
い
た
︻
聞
い
た
︼

[

方
言]
き
い
だ
、
き
い
だ
お
ん
、
き
い
だ
っ
ち
ゃ　

(

接
尾
語
お
ん
、
っ
ち
ゃ
が
つ
く
こ
と
も
あ
る)

き
き
な
さ
い
︻
聞
き
な
さ
い
︼

[

方
言]

き
か
い

き
い
て
み
な
さ
い
︻
聞
い
て
み
な
さ
い
︼

[

方
言]

き
い
で
み
ら
い

き
い
た
こ
と
が
あ
る
︻
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
︼

[

方
言]

き
い
だ
っ
た

き
い
た
こ
と
が
あ
っ
た︻
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
︼

[

方
言]

き
い
だ
っ
た
っ
た

◇
言
う

い
う
︻
言
う
︼

[

方
言]

ゆ
う
、
い
う

い
っ
た
︻
言
っ
た
︼

[

方
言]

ゆ
っ
た
、
い
っ
た
。
ゆ
っ
た
お
ん
、

ゆ
っ
た
っ
ち
ゃ

い
い
な
さ
い
︻
言
い
な
さ
い
︼

[

方
言]

ゆ
わ
い
、
い
わ
い

い
っ
た
こ
と
が
あ
る︻
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
︼

[

方
言]

ゆ
っ
た
っ
た
、
い
っ
た
っ
た

い
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た︻
言
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
︼

[

方
言] 

ゆ
っ
た
っ
た
っ
た
、
い
っ
た
っ
た
っ
た

　
特
徴
的
な
方
言
に
つ
い
て
考
察

◇
苦
労
す
る

[

方
言] 

う
ざ
ね
は
く

　
「
う
ざ
ね
」
は
昔
水
田
に
入
る
と
き
の
履

物
で
、
大
変
苦
労
し
て
農
作
業
し
た
こ
と
か

ら
、
苦
労
す
る
こ
と
を
「
う
ざ
ね
を
は
ぐ
」

と
言
う
。

[

方
言]

か
ば
ね
や
み

◇
怠
け
者

　
「
か
ば
ね
」
は
「
体
」、「
や
み
」
は
「
病
み
」

と
い
う
こ
と
で
、怠
け
者
を
「
か
ば
ね
や
み
」

と
言
う
。

◇
お
調
子
者

[

方
言]

お
だ
づ
も
っ
こ

　
「
ふ
ざ
け
る
」
は
「
お
だ
づ
」
と
言
う
。「
ふ
ざ

け
る
な
」
は
「
お
だ
づ
な
」
と
な
る
。

　
身
体
の
部
位
の
方
言
に
つ
い
て

◇
弾
力
の
あ
る
部
分

「
た
ぶ
」
が
付
く

[

方
言]

ケ
ツ
た
ぶ
（
お
し
り
）
ほ
っ
た
ぶ
（
頬
）

み
み
た
ぶ
（
耳
）

◇
堅
く
湾
曲
し
た
部
分
「
か
ぶ
」
が
付
く

[

方
言]

ひ
じ
ゃ
か
ぶ
（
膝
か
ぶ
）

◇
堅
い
部
分

「
こ
ぶ
」
が
付
く

[

方
言]

ひ
て
ぁ
こ
ぶ
（
額
こ
ぶ
）

① 葉山平（はやまひら）
② 平蕨（ひらわらび）
③ 粉香木（こなこうぎ）

本郷地区 - ほんごう-

① 苅萱（かるかや）
② 嶺沢（みねさわ）
③ 登戸沢（のぼとざわ）

保呂羽地区 - ほろわ-

① 保登子（ほどこ）
② 大白（おおじら）
③ 左利沢（ひだりさわ）
④ 天ノ穴（てんのあな）

大籠地区 - おおかご-

① 丑子渕（うすこぶち）
② 大母（おおは）
③ 茂竹（しげたけ）
④ 塒ヶ森（とやもり）
⑤ 馬立（またて）
⑥ 古川（ふか）
⑦ 古（ふる）

藤沢地区 - ふじさわ -

① 荷積場（につみば）
② 粕灰（かすばい）
③ 宇名田（うなだ）
④ 野々田（ののた）
⑤ 百目木（どうめき）
⑥ 芦替田（あしがえだ）
⑦ 九十村（くじゅうむら）
⑧ 下久手（しもきゅうて）
⑨ 十二木（じゅうにき）

新沼地区 - にいぬま -

① 河吉（かよし）
② 下川原（しもがわら）
③ 八景下（はっけした）
④ 八反（はったん）
⑤ 深田和（ふかだわ）
⑥ 山中（やまちゅう）
⑦ 衣井沢山（きぬいさわやま）

黄海地区 - きのみ -

① 名生城（ないきじょう）
② 大望沢（だいぼうざわ）
③ 塒（とや）

徳田地区 - とくだ -

① 六十里（ろくじゅうり）
② 西小戸沢（にしおどさわ）
③ 切付（きつけ）

西口地区 - にしぐち -

地名クイズ
何個読める？藤沢の地名

藤沢の方言

)

＼のやっきートランプ／

方言で遊べる
カルタ機能付き

一関市藤沢市民センター
で遊べます

お
か
し
い
い
な

　
気
づ
け
ば
く
つ
下

　
　
　
び
っ
こ
た
っ
こ

　読めそうで読めない地名。みなさんは
いくつ読めましたか？藤沢町には他にも
素敵な地名がたくさんあります。名前の
由来を求めてドライブに出掛けてみるの
も楽しいかもしれませんね 🚗

14Charcas15 Charcas 5. 藤沢の方言・地名クイズ 5. 藤沢の方言・地名クイズ


